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主に市からのお知らせを掲載します
「定員」は原則として先着順、「場所」の掲載がない催しは
問合せ場所が会場、「費用」の掲載がないものは無料です
公式ホームページにはさらに多くの情報があり、公民
館などに設置してある公共施設予約端末でもご覧い
ただけます

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

公式ホームページ　http://www.city.sayama.saitama.jp/
公式モバイルサイト　http://www.city.sayama.saitama.jp/mobile/
市役所の所在地　〒350-1380 狭山市入間川1-23-5
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

温
か
い
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
埼
玉
‐

カ
メ
リ
ア
か
ら
地
域
防
犯
活
動
の

た
め
に
軽
自
動
車
１
台

▼
奥
富
喜
平
さ
ん（
入
間
川
）か
ら

介
護
保
険
事
業
の
た
め
に
50
万
円

み
ど
り
の
基
金
へ
寄
附

▼
自
然
を
守
る
狭
山
リ
サ
イ
ク
ル

の
会
か
ら
２
万
円

▼
株
式
会
社
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
か
ら
30
万
円

社
会
福
祉
の
た
め

▼
一
般
社
団
法
人
東
京
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
か
ら
１
０
０
万
円

▼
狭
山
市
管
工
事
業
協
同
組
合
水

友
会
か
ら
２
万
１
千
４
３
０
円

災
害
支
援
の
た
め

▼
入
間
川
中
学
校
技
術
・
家
庭
科

部
か
ら
２
千
８
３
８
円

▼
入
間
川
中
学
校
美
術
部
か
ら
２

千
８
６
０
円

▼
汐
見
カ
ツ
ヱ
と
グ
ロ
リ
オ
サ
の

会
か
ら
２
万
５
千
１
８
１
円

▼
株
式
会
社
全
日
本
プ
ロ
レ
ス
リ

ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
ズ
か
ら
５
万
円

狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整

理
事
業
の
保
留
地
を
公
売

　

同
事
業
の
保
留
地
を
公
開
抽
選

に
よ
り
公
売
し
ま
す
。　

抽
選
日
３
月
２
日
㈰
、10
時
か
ら

公
売
区
画
15
街
区
３
画
地　

公
売

面
積
３
２
４
・
75
㎡　

公
売
価
格

５
千
８
４
５
万
５
千
円　

対
象
自

己
の
住
宅
な
ど
を
建
設
予
定
の
方

申
込
み
２
月
24
日
㈪
〜
28
日
㈮
の

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
に
同
区
画

整
理
事
務
所
へ
☎
２
９
５
９
‐
９

７
０
０

差
押
不
動
産
・
物
品
の
公
売

　

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ

え
た
物
件
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

公
売
し
ま
す
。詳
し
く
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
札
期
間
３
月
４
日
㈫
の
13
時
〜

６
日
㈭
の
23
時　

※
２
月
13
日
㈭

の
13
時
〜
25
日
㈫
の
23
時
に
入
札

参
加
の
申
し
込
み
が
必
要　

問
合

せ
収
税
課
へ
内
線
１
０
８
０
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市　

政

市　

政

市　

政

交
通
指
導
員

勤
務
日
時
月
〜
金
曜
日
の
７
時
30

分
〜
８
時
30
分
と
下
校
時
１
時
間

勤
務
地
区
山
王
小
学
校
区
か
水
富

小
学
校
区　

勤
務
内
容
小
・
中
学

生
の
登
下
校
指
導
や
交
通
安
全
教

育
活
動
な
ど　

募
集
人
員
各
校
区

１
名　

賃
金
月
給
５
万
円（
期
末
・

時
間
外
手
当
あ
り
）　

※
65
歳
定

年
。有
給
休
暇
制
度
あ
り　

申
込

み
履
歴
書
を
持
っ
て
交
通
防
犯
課

へ
内
線
３
６
９
２

市
税
の
休
日
納
税
相
談

　

平
日
の
納
税
相
談
が
困
難
な
方
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
２
月
23
日
㈰
、９
時
〜
16
時

問
合
せ
収
税
課
へ
内
線
１
０
７
４

「
使
用
済
小
型
家
電
回
収

ボ
ッ
ク
ス
」を
設
置

　

一
層
の

リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進

す
る
た
め
、

10
か
所
の
公
共
施
設
に
、新
た
に

「
使
用
済
小
型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク

ス
」を
設
置
し
ま
し
た
。ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所
市
役
所
、市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
、入
曽
公
民
館
、堀
兼
公
民

館
、奥
富
公
民
館
、柏
原
公
民
館
、

水
富
公
民
館
、新
狭
山
地
区
セ
ン

タ
ー
、狭
山
台
公
民
館
、リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ　

対
象
品
目
電
子
辞
書
、

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
、デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
、オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、小

型
ゲ
ー
ム
機
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、

電
卓
な
ど　

問
合
せ
資
源
循
環
推

進
課
へ
内
線
３
６
３
１

住
宅
の
耐
震
改
修
な
ど
に
伴

う
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置

　

平
成
25
年
中
に
住
宅
の
耐
震
や

省
エ
ネ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を

行
っ
た
方
は
、26
年
度
の
固
定
資

産
税
家
屋
分
の
減
額
措
置
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。申
告

に
必
要
な
書
類
や
提
出
期
限（
原

則
と
し
て
改
修
工
事
完
了
後
３
か

月
以
内
）な
ど
、詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
資
産
税
課
へ
内
線
１
１
２

４国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替

　

口
座
振
替
は
、保
険
料
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、納

め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。ま
た
、

現
金
納
付
よ
り
割
引
額
の
多
い
前

納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

申
込
み
納
付
書
か
年
金
手
帳
、預

金
通
帳
、金
融
機
関
届
出
印
を
持

っ
て
、希
望
の
金
融
機
関
か
所
沢

年
金
事
務
所
で
申
請　

※
26
年
度

４
月
分
か
ら
の
６
か
月
・
１
年
・
２

年
前
納
の
申
請
期
限
は
２
月
28
日

㈮　

問
合
せ
保
険
年
金
課
内
線
１

０
５
５
か
所
沢
年
金
事
務
所
へ
☎

２
９
９
８
‐
０
１
７
０

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に

伴
う
公
共
料
金
の
変
更

　

４
月
１
日
か
ら
、消
費
税
率
が

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
伴
い
、次
の
公
共
料
金

が
変
更
さ
れ
ま
す
。

◆
上
下
水
道
料
金
、水
道
利
用
加
入
金

加
算
す
る
消
費
税
率
５
％
⇩
８
％

※
上
下
水
道
料
金
は
、５
月
ま
で

の
経
過
措
置
対
象
者
を
除
く

問
合
せ
料
金
課
へ
内
線
２
３
１
３

◆
し
尿
収
集
運
搬
手
数
料

３
人
世
帯
の
場
合（
１
回
あ
た
り
）

▼
普
通
便
槽
／
１
千
２
３
０
円
⇩

１
千
２
６
０
円 

▼
改
良
便
槽
／

１
千
４
７
０
円
⇩
１
千
４
９
０
円

不
特
定
多
数
利
用
の
場
合

２
８
０
円
⇩
２
９
０
円（
36
Ｌ
）

問
合
せ
資
源
循
環
推
進
課
へ
内
３

６
３
１

生
鮮
三
品
の
特
別
販
売

　

狭
山
市
魚
商
組
合
、狭
山
青
果

商
組
合
、狭
山
市
食
肉
同
業
組
合

で
は
、生
鮮
三
品
を
特
別
販
売
し

ま
す
。

開
催
日
３
月
15
日
㈯　

場
所
各
組

合
加
盟
店　

問
合
せ
商
工
業
振
興

課
内
線
２
５
５
２
か
狭
山
商
工
会

議
所
へ
☎
２
９
５
４
‐
３
３
３
３

入
間
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

日
時
３
月
１
日
㈯
、９
時
〜
10
時

30
分（
雨
天
中
止
。前
日
の
雨
・
雪

の
影
響
で
中
止
の
場
合
あ
り
）　

集
合
場
所
▼
右
岸
…
上
奥
富
運
動

公
園
、い
る
ま
が
わ
大
橋 

▼
左
岸

…
笹
井
河
川
敷
多
目
的
広
場
、広

瀬
橋
、昭
代
橋
、柏
原
河
川
敷
公
園

サ
ッ
カ
ー
場
前　

持
参
品
軍
手　

※
団
体
参
加
の
場
合
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い　

問
合
せ
環
境
課

へ
内
線
３
６
８
２

不
用
品
の
登
録
制
度

▽
は
有
料
、▼
は
無
料
、◇
は
応
相
談

譲
り
ま
す
▽
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ 

▽

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド 

▼
五
月
人
形 

▼

犬
小
屋 

▼
フ
ァ
ッ
ク
ス
電
話
機 

▼
冷
蔵
庫（
３
６
５
Ｌ
） 

▼
ジ
ョ

ー
バ（
健
康
器
具
） 

▼
学
習
机 

▼

パ
ソ
コ
ン
デ
ス
ク 

▼
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド 

◇
鳥
か
ご（
小
） 

◇
子
ど
も

用
食
卓
い
す 

◇
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト 

◇
こ
た
つ
布
団 

◇
タ
イ
ヤ

チ
ェ
ー
ン 

◇
女
子
用
制
服（
狭
山

緑
陽
高
校
・
Ｌ
サ
イ
ズ
）

譲
っ
て
く
だ
さ
い
▼
こ
た
つ
と
天

板 

▼
水
槽（
幅
60
㎝
） 

▼
電
子
辞

書（
音
声
タ
イ
プ
） 

▼
釣
り
道
具 

▼
犬
用
ケ
ー
ジ（
幅
80
〜
90
㎝
・
奥

行
き
65
㎝
・
高
さ
50
㎝
） 

▼
ヘ
ッ
ド

ガ
ー
ド（
て
ん
か
ん
用
） 

◇
ミ
シ
ン 

◇
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー 

◇
ゴ
ル

フ
セ
ッ
ト（
ジ
ュ
ニ
ア
用
） 

◇
ロ
ッ

ク
ミ
シ
ン 

◇
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン 

◇
男
児
用
自
転
車（
16
〜
18
イ

情報ガイド情報ガイド

募　

集

募　

集

募　

集

情報ガイド情報ガイド （
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

（
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）

（
職
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
）
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暮
ら
す

暮
ら
す

暮
ら
す

ン
チ
） 

◇
女
児
用
服（
80
㎝
以
上
） 

◇
男
児
用
服（
１
０
０
㎝
以
上
）

※
利
用
は
市
内
在
住
で
20
歳
以
上

の
方
に
限
り
ま
す
。交
渉
は
本

人
同
士
で
行
い
、ト
ラ
ブ
ル
の

際
も
対
処
し
て
く
だ
さ
い

問
合
せ
・
登
録
月
〜
土
曜
日
、９
時

〜
16
時（
祝
日
を
除
く
）に
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
不
用
品
登
録
専
用
電

話
へ
☎
２
９
５
４
‐
４
９
５
３

生
ご
み
、捨
て
る
前

生
ご
み
、捨
て
る
前

に
ひ
と
し
ぼ
り

に
ひ
と
し
ぼ
り

狭
山
市
長 

仲
川
幸
成

似
顔
絵
・
花
倉
正
喜
氏

市長の主な動き
○1/6…白寿訪問 ○1/8・22…定例
庁議 ○1/12…消防出初式 ○1/13
…成人式 ○1/14…県市長会正副会
長会議・臨時総会、県と県市長会・
県町村会との新年懇談会 ○1/15…
人権問題講演会 ○1/16…埼玉県都
市競艇組合議会臨時会 ○1/18…中
学生との対談 ○1/20…さやま大茶
会俳句展・写真展
表彰式 ○1/21…
都市計画審議会  
○1/31…市制施
行60周年記念事
業実行委員会

　吉野さんが北入曽に住んでいたこ

ろ、私は茶畑で彼と知り合いました。

北入曽郵便局通りを南に行き、不老

川の手前左側にある茶畑、ここが吉

野弘の詩集「北入曽」発祥の地です。

　50年程前、彼は自宅の窓からいつ

も私の畑作業を眺めておりましたが、

ある日、やぶきたの取り木（苗木の育

成）作業を見に畑に来ました。彼は、

茶や茶樹の生理について、興味深く

執
しつよう

拗に尋ねてきました。

　後日、彼は一冊の詩集「北入曽」を

くれました。その中には「井戸端園の

若旦
だん

那
な

が、或
あ

る日、私に話してくれま

詩人「吉野弘」と私

した」からはじまる「茶の花おぼえが

き」が載っており、この本の主作品は

この詩であると教えてくれました。

　少しして、彼の作品が教科書に載

っていることや結婚式のスピーチで

よく読まれる「祝婚歌」など多くの有

名作品があり、また、詩壇の選者を務

めるなど、偉大な詩人であることを知

りました。これが縁で、入間野中学校

の校歌の作詞をお願いいたしました。

　狭山から静岡県に移る時、「あちら

も茶産地だから」と息子にあいさつ

があったと聞きました。1月21日、

新聞で彼の訃報に接し、狭山茶をこ

よなく愛した彼との当時の茶樹談義

がよみがえりました。改めてご冥福

をお祈りいたします。
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